
＜今年度の目標＞ 

iPad は学びのための文ぼう具！ 

iPad になれる  iPad を授業外で活用する  iPad を授業で活用する 

iPad は、これからの子どもたちの学びに、とても有効なものです。 

正しく使えるよう、お家でも話し合ってみてください。 

 

山内小学校 GIGA 学習開き（おうちの方へ） 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「教えてもらう」から「自分で学びとる」授業へ変わる 

いよいよ、子どもたち一人一人がそれぞれ１台の iPad を使用できる授業や、学校生活が始ま
ります。 

 

 

これからの学習は、子どもたちが「習う」ものから、子どもたち自身で「学びとる」ものへ

と変わっていきます。自分から調べたり、記録したり、意見を出し合ったりする道具として積

極的に活用していきます。つまり、子どもたちが、自分から「学びとる」日常的なツール（文

具）として活用するためのものです。 

おねがい 

○使用について 

iPad はあくまでも学習用です。学校での学習、また 

持ち帰りできるようになったら家庭学習で使いま

す。 

○破損・紛失について 

学校では、故障がないか定期的に点検をします。今

年度に限り、破損したり紛失したりした時は、アッ

プル社の修理サービス（1 年）を活用します。 

○持ち帰りについて 

横浜市では、今は iPad を持ち帰りません。しかし、

今後は、緊急時などに持ち帰り、家庭学習に使用す

ることも想定されています。 

○イヤホンについて 

各端末で音声を聞くためにイヤホンの準備をお願い

します。オーディオケーブルなどの有線を入れるた

めに、配付したビニル袋（チャック付き）に入れて

ください。 

○インターネット利用について 

フィルタリングを行っています。閲覧履歴は取り消

しできない設定になっています。使用状況は、学校

でも点検します。 

○返却について 

学年が上がるときには、そのまま持ち上がります。卒

業まで、同じ iPad を使います。転出・卒業時には、

学校に返却し、その端末を次に入学する子どもたち

が使用します。 

  iPad は、学びのための文房具！ 


